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神戸港から見た六甲山には木が少なかった。1971

年の春、進学のため大阪に向かう船上でのこと。照葉

樹林の田舎と比べ、六甲山の緑は薄い。もっと濃い緑

に回復させたいと直感的に思う。それから38年後、

六甲山地の保全を直接担当する森林整備事務所長を任

命され、運命的なものを感じた。 
 

全山はげ山から100年かけ自然再生した山 
私が感じたように、六甲山の緑は明治期には全山は

げ山となり、110年前からの植林で自然再生しつつあ

る世界的な先進事例である。源平の頃から合戦場や山

城となり荒廃していく。大阪城築城の際には、御影石

といわれるほど大量の花崗岩が採取される。豊臣秀吉

が見返りに「樹木の伐採勝手たるべし」との徳政令を

出したことから、はげ山化が加速的したと言われる。 

開港当時２万人程の神戸は、市制施行の明治22年

に13万5千人、明治末期に40万人と発展を続け、神

戸港には内外の艦船が多くやってくる。明治２０年代

にはコレラが流行し1000人もの市民が亡くなる。神

戸市と神戸港の発展の為に上水道の整備が急務とな

り、布引ダムを明治33年に完成させる。しかし、後

ろの山々がはげ山ですぐに土砂で埋まる。そこで神戸

市は六甲山の植林に踏み切る。明治35年11月、ダム

ダ ム の 背 後 の 再 度 山 か ら 着 手 し、10 年 間 で

560㌶330万本の苗木を一本ずつ植える。クロマ

ツ、ヤシャブシ、スギなどとともに、樟脳にするクス

や蠟をとるハゼなど有用樹も使う。風化侵食しやすい

ので段状に造成し苗木を植える。110年を経て全山に

緑が再生した。 

この植林を指導したのが、本多静六林学博士。ドイ

ツで林学を学び、帰国の船で偶然知り合った神戸市長

に請われ六甲山の植林に関わる。各地の水源林をはじ

め明治神宮の森や日比谷公園の設計にも携わる。「人

間は過ちを犯しやすいので、再度山の写真を毎年とり

保存するように」命令したことから貴重な写真が残さ

れている。その後太平洋戦争で再度、荒廃するが市民

により蘇る。まだ戦後の苦しい暮らしのなかで神戸緑

化協会の緑の羽運動、全国植樹祭の神戸での開催、阪

急百貨店の社長の呼びかけによる六甲山を緑にする募

金活動などが起る。神戸には、六甲山の緑を見守り支

える市民意識がある。 

昭和49年の国際植生学会の際に、「植栽した樹種

と本数、面積などが記録され、はげ山から緑が復元し

てゆく様子が写真で残されているのは貴重である。植

生の変遷を観察する場として保存してはどうか」と提

案され、再度山は永久植生保存地となった。 

 

六甲山セントラルパーク 
 神戸は、六甲の緑を背にした美しい港町と言われ

る。しかし、六甲は後の山ではなく、神戸をはじめ西

宮、宝塚、芦屋など200万人の住む市街に囲まれた大

きな山地。ニューヨークのセントラルパークより格段

に広い1万８千㌶の大セントラルパーク。ハイキング

や登山、ケーブルカーやロープウエー、バスや自家用

車などで誰でもどこからでも入ることができる。しか

も海抜931ｍの高山で、日本を代表する景勝地の瀬戸

内海国立公園でもある。 
 

 「六甲山地の魅力」「六甲山地の魅力」「六甲山地の魅力」                  高畑 正高畑 正高畑 正  

② 

須磨アルプス馬の背 

再度山のツツジ 

明治36年の再度山 



 山頂部には冷温帯の

ブナ林、尾根部や北斜

面にはアカマツ林、南

麓部には照葉樹林が広

がる。西端の須磨では

海岸性のウバメガシや

ヤマモモの林もある。

多様な植生に対応し多

様な生きものが生息す

る。植 物で は、コ ア ジ

サイ、ヤマアジサイな

ど紫陽花が多様。幻の

紫陽花といわれるシチ

ダンカは、シーボルト

が発見して以来130年

ぶりに再発見されたも

の。動物では、ヘイケボタル、ゲンジボタルとともに

ヒメボタルも生息している。陸生のホタルでかぐや姫

伝説のモデルと言われる。美しいキべリハムシは、外

来種だが侵略的でなく六甲付近にのみ生息。ニホンリ

スも健在で、食痕であるエビフライ状の松ぼっくりが

多く見られる。同じ齧歯目のスミスネズミも六甲山で

発見命名された。命名者はリチャードゴードンスミ

ス。1900年ころに神戸を中心に活動した英国人博物

学者。大英博物館からの依頼でアジアの動植物採集に

来た。20年ほど前にリチャードゴードンスミスの

ニッポン仰天日記（荒俣宏訳）として出版された。明

治の日本人の生活、民話、美術芸能等の記録から、動

植物の標本、写真、新聞記事などが収められている。   

コーベウォーターは赤道を越えても腐らないと言わ

れるが、水も六甲からの貴重な贈りもの。伏流水の宮

水、酒米の山田錦、急な流れの水車で米をついて灘の

生一本となる。与謝蕪村が摩耶山で「菜の花や月は東

に日は西に」と詠んだように、水車はもともと菜種油

用だったが、酒造りに変る。有馬の炭酸水、宝塚の

ウィルキンソン炭酸水、川西の三ツ矢サイダーも有

名。「六甲のおいしい水」も販売されているが、六甲

は加古川、武庫川、明石川の源流でもある。 

 

外国人の開いた山 
六甲は外国人との関係も深く、外国人専用の墓地が

ある。開港前夜の慶応3年12月、4人の外国人が亡く

なり急きょ小野浜墓地を、その後新神戸駅東に春日野

墓地を作るが、都市化に対応して昭和36年に再度山

に統合移転した。前述のリチャードゴードンスミスと

ウィルキンソンはじめ、造船のＥ・Ｈ・ハンター、初

代神戸港長のＪ・マーシャル、洋菓子のモロゾフ、パ

ンのフロインドリーブ、神戸女学院のイライザタル

カッタ、私学振興に努めたジェームズランバス、居留

地消防団長のアレキサンダーカメロンシムなど日本の

近代化に命を捧げた外国人3000人が祀られている。

また幕末堺事件のフランス水兵11人もいる。 

 なかでもアレキサンダーカメロンシムは、墓碑に

「A TRUE MAN」と賞賛される。居留地の薬剤師と

して香水、石鹸、薬、ラムネなどを扱う。三陸大津波 

災害支援などのボランティア活動とともに外国人ス

ポーツクラブKRACを創設する。企画した初の摩耶山

往復マラソンでは14キロを1時間24分という超人的

な記録を立てる。昨2013年、市民提案により、この

大会は約百年ぶりに復活した。 

六甲の開祖アーサーヘスケスグルームは記念碑台に

銅像がある。六甲に魅せられ明治28年に三国池に山

荘を作り、山荘文化が始まる。明治36年には日本初

の神戸ゴルフ倶楽部を創設。英国風の芝生管理で今も

ススキ草原が残り、マツムシソウ、カワラナデシコ、

オミナエシなど貴重な植物が生育する。グルームは山

の開発とともに植林やハイキング道の整備もした。 

グルームなど外国人との関わりからアイスロード、

トェンティクロスなどカタカナの道も多い。毎朝、山

に登ってトーストと紅茶を楽しむという英国文化が明

治期に神戸市民に定着する。現在では5000人ほどが

毎日登山会として各山筋に登る。ハイキング道は全山

に縦横に張り巡らされている。須磨アルプス、芦屋

ロックガーデンなどの特異な景観、布引から市が原へ

の渓流沿いの道、日本三大夜景の摩耶山掬星台、氷瀑

とブナの紅葉谷、摩耶山天上寺や再度山太龍寺などの

古刹、幕末に急きょ造られた徳川道など個性豊かだ。

大正14年に始まった六甲山脈縦走大会は、須磨～宝

塚の全山縦走大会となり市民主催で毎年開催されてい

る。この全山縦走路をはじめ66コース220㌔以上も

あるハイキング道の維持補修は市森林整備事務所が担

当している。 

③ 

国指定名勝再度山 （永久植生保全地） 

神戸ゴルフ倶楽部のマツムシソウ 

エビフライ状の松ぼっくり  

      （リスの食痕） 



須磨月見山は源氏物語のふるさと 
源氏物語ゆかりの須磨も六甲山地。畿内の隅から須

磨といわれる播磨との国境。平安の頃、在原行平は京

から逃れ３年間わび住まいする。京を偲びながらお月

見をしたのが月見山といわれ、駅やインターチェンジ

などに名を残す。現在の離宮公園内の月見台には行平

月見の松跡がある。 

行平の月見から発想されたのが源氏物語。紫式部は

石山寺にこもり思索する。ちょうど上った中秋の名月

に、はっと閃いたのが源氏物語須磨の巻。「月のいと

はなやかにさしい出たるに今宵は十五夜なりけりと思

しい出て殿上のお遊び恋しくて…」。「見るほどぞ 

しばし慰む めぐりあわむ 月の都は 遥かなれど

も」ある高貴な方がやんごとなき罪で須磨に流され、

京を偲びながら月見をするシーン。式部は、光源氏の

一番大変な時期の須磨の巻から書き始めたと伝えられ

る。「おわすべき所は行平中納言の もしおたれつつ

侘びける家居近きわたり」ともある。光源氏26歳の

須磨の巻だけは女性もおらず静かに謹慎する。しかし

明石では賢く美しい明石の君に出会う。後に、許され

て京に戻り大出世することとなる。源氏物語以降、須

磨は月見の名所となる。 

須磨の別荘文化 
行平ゆかりの地に、浄土真宗の大谷光瑞が西域探検

の研究施設として明治36年月見山別邸を作る。モダ

ンな洋風建築にテニスコート、温室、毛氈花壇なども

あったが、数年で皇室に売却され、岡本の二楽荘に移

転する。 

横尾山山中に天皇の池という水源池があり、離宮内

の浄水場跡へ鋳鉄管が伸びる。武庫離宮（通称須磨離

宮）は100年前の大正3年に完成した総檜造の御殿

だったが、昭和20年の神戸大空襲で焼失。わずかに

石壁や中門、復元された傘亭などが残る。武庫離宮の

30年間には大正天皇皇后、皇太子時代の昭和天皇、

ラストエンペラーの満州国皇帝溥儀などがご利用され

た。その後、昭和33年に今上天皇ご成婚記念の整形

式庭園、須磨離宮公園となった。武庫離宮庭園の設計

者は宮内省の福羽逸人。福羽イチゴの開発など園芸の

先駆者で、明治1４年に日本初のオリーブ園を神戸北

野に造るとともに稲美町の播州葡萄園も担当する。福 

羽は「各所に離宮御用邸ありと雖も武庫の如き風景佳

絶なるはなし」と武庫離宮の景観を絶賛している。 

須磨西端の山麓には、正岡子規も治療した日本初の

結核療養所の須磨浦療病院が明治22年に開院した。姫

路病院長の鶴崎平三郎が私財をなげうって設ける。結

核菌発見から間もなく治療法は確立しておらず、海水

浴と森林浴、それに日光浴のできる適地として須磨が

選ばれた。 

平安貴族などが好んでわび住いした温暖で風光明媚

な須磨は、千年のリゾート地として皇室や財閥などの

別荘文化を生み出した。 

 

時空を超え人生を重ねた六甲山地 
 今日の六甲山には、時空を超えた多くの人の人生が

刻まれている。須磨を月見の名所にした在原行平、世

界的な名作の源氏物語を須磨の巻から書き始めた紫式

部、須磨の景観を絶賛した福羽逸人、六甲山を開いた

グルーム、男の中の男と称賛されたシム、はげ山から

の再生を指導した本多静六などなど六甲を愛する多く

の市民、企業、団体がいて今日がある。 

 六甲は私の人生を決定づけた山であり、これまで六

甲を見上げながら生きてきた。神戸市役所では、六甲

南麓の本庁を振り出しに布引山、月見山、再度山など

を職場とした。イベントでポートアイランドにミニ六

甲山を作ったこともある。住まいは、大阪から須磨そ

して旧播磨の国の神戸市西区へと動いた。行平と光源

氏ゆかりの月見山の裏側の須磨区横尾を経て、現在は

光源氏が明石の君の家に通ったとされる高津橋近くに

居を構えた。これからも、光源氏をはじめ多くの方々

の人生を刻んだ六甲山を眺めながら私の人生の山を縦

走したい。 

                （たかはた ただし) 

④ 

バラの咲き誇る須磨離宮公園 

月見山の傘亭 （須磨離宮公園内） 



  冬鳥の中で、赤い鳥はとりわけ人気がありま

す。寒々とした冬枯れの風景の中に、ぱっと赤い

色の鳥が出てくると、宝物でも見つけたような気

分です。中でもイスカ（アトリ科）は、バード

ウォッチヤーにとって特別な存在です。飛来する

頻度が何年かに一度と少なく、目撃期間も短いの

が普通で、観察チャンスが限られていることが人

気の理由の一つ。それにもまして、オスの羽根色

が他の赤い鳥とは違う深紅であることが一番の魅

力です。  

 

 また、イスカの交差したくちばしは、他の鳥に

はない大きな特徴で、そのユニークさも被写体と

して面白いところです。交差したくちばしは、松

ぼっくりをこじ開けて中の実を取り出すのに都合

よく出来ています。くちばしの交差する方向は一

様ではなく、「右前」と「左前」が混在します。 

  今回、但馬の山中で観察したイスカは、５年ぶ

りの飛来となります。最初に目撃したのはアカマ

ツの木はなく、ミズナラの樹洞に群がっているイ

スカでした。代わる代わる樹洞の中に潜り込んで 

は、中に潜む虫でも食べている様子でしたが、何を

食べていたのかまでは観察できませんでした。 

 

 その後はたいがいアカマツの木に群れで飛来して

は、松ぼっくりをこじ開けるいつもの行動を見せま

した。アカマツが多く分布しているエリアなので、

一旦飛び去ってしまうと次に同じ場所に戻ってくる

のは稀で、継続観察には苦労が伴いました。短い観

察期間のうちにイスカの群れは気配を消して、その

エリアからいなくなってしまった様子です。その

後、山は深い雪に閉ざされて、イスカたちがどうし

ているのか追跡することも叶わなくなりました。 

  イスカのメスは、深紅のオスとはまったく違った

地味な灰緑色をしています。色だけ見ると別種かと

思うほどですが、交差したくちばしはオスメス共通

です。 

  今度イスカに巡り会えるのは何年先のことでしょ

うか。同じエリアで毎年同じように野鳥観察を続け

ていると、次の再会が、ことさら待ち遠しいものに

なるのです。 

 但馬いきもの通信⑥「魅惑の深紅」  高橋 信高橋 信 

⑤ 

（たかはし まこと） 



 夏の六甲を代表する鳥
は？ときかれたら迷わず
「オオルリ」と答えるで
しょう。天は二物を与え
ずといいますがオオルリ
は例外。輝くブルーの美
観とうっとりする美声を
持つ鳥です。夏鳥で、４
月中旬ごろ神戸の山地へ
渡来します。沢筋に多
く、小さな崖のくぼみに
コケをたっぷりと使った
巣をつくります。 
 オオルリに出会うに
は、六甲山地の谷沿いの
ハイキング道を歩いてみ

ましょう。時期は４月下旬から６月、言葉で表現する
のは難しいですが「ピィーヒーリリィ ピィーリリー 
ジジジッ」といった感じのゆったりと声量のあるさえ
ずりが聞こえてきたら木の梢、枝の先等を探してみま
しょう。他の鳥のさえずりを取り入れることも多く、
きっちりと決まったさえずりがあるわけではありませ
んが、ゆったりした調子、最後の「ジジジッ」などオ
オルリならではの特徴もあるので、何度か聞けばわ
かってきます。ゴールデンウィークの頃は、渡来して
定着する個体、さらに北へ行くために一休みしている
渡り途中の個体が合わさり、密度が高くなって出会え
るチャンスが増えます。渡りの個体が街の中の公園に
いることも珍しく無く、さえずっていることさえあり
ます。街でも聞けるオオルリですが、山で聞くさえず
りは、新緑の渓谷に響き山あいにこだましてより美し
さを増し、感動的でさえあります。やはり野におけ野
鳥、自然の中のオオルリをたっぷり楽しんでくださ
い。 

  

⑥ 

 市内全域の山地で繁殖
し、市街地に隣接する山
麓にも巣が見られます。
谷筋にある前が開けた崖
のくぼみにコケで椀形の
巣をつくりますが、いつ
も濡れているような湿り
気の強いところはさける
ため、流れのすぐ横には
あまり見られません。地
上から0.5～２mの高さに
つくられることが多く、
ほどよいくぼみさえあれ
ば土の崖でも営巣しま
す。人工建造物もよく利
用し、トイレにかけてあ
るホースに巣をつくった
例さえあるくらいです。
渡来直後から繁殖に入

り、早い例では５月上旬
に巣立つこともあります。巣材運び、造巣は雌の仕事
で、雄は見守るように小さく鳴きながらそれについて
まわります。抱卵は雌のみが行い、給餌は雌雄で行い
ます。育雛中の巣に近づくと雄だけでなく雌もさえず
りに似た声を出し、警戒することがあります。 
 秋の渡去前、ミズキやアカメガシワの実を食べに他
のヒタキ類とともに多くの個体が集まることがありま
す。このときは比較的警戒心が薄く、雌雄や年齢によ
る違いをじっくり観察するチャンスです。８月後半に
は移動を始め、遅い個体も11月の声を聞くころには姿
が見られなくなります。 

-その３- 

 見てみよう!身近な鳥たち見てみよう!身近な鳥たち      北野 光良 

（きたの みつよし） 

「オオルリ」 

ホースに作られたオオルリの巣 

オオルリの雄 

アカメガシワの実を採餌するオオルリの雄(上）と（雌） 

崖のくぼみに作られたオオルリの雄 

木の梢のにオオルリの雄 



 庭燕と人との付き合いは古く、中国唐の詩人「劉禹
錫」は「烏衣巷」（江蘇省南京市にある地名）と題す
る漢詩に次のように詩っています。 

 

 朱雀橋辺野草花  朱雀橋辺
すざくきょうへん

野草の花 

 烏衣巷口夕陽斜  烏衣
う い

巷口
こうこう

 夕陽
せきよう

斜
ななめ

なり 

 旧時王謝堂前燕  旧時
きゅうじ

 王謝堂前
おうしゃどうぜん

の燕 

 飛入尋常百姓
じんじょうひゃくせい

家 飛んで尋常百姓の家に入る 
 
 朱雀橋のほとりには野草の花が咲き乱れている 
 烏衣巷の入り口には夕陽が斜めにさしこんでいる 
 昔このあたりで栄えた大貴族王氏や謝氏の堂前に巣   
 をかけていた燕が、今ではありふれた庶民の軒に飛   
 び込んでいく 

 日本でも燕との付き合いは古く、農家では稲作で害

虫を食べてくれる益鳥として大切にされていました。

昭和20年代後半に強毒性の農薬Parathionの散布で一時

燕は激減し、絶滅したか？と思ったことがありました

が見事に復活してくれました。  

 ４月から７月頃に烏や蛇などの外敵に襲われないよ

うに人の出入りが多い人家に巣をかけ、子育てをし、

巣立った後はもう巣には帰ってきません。その子達は

南に帰る体力をつけるために沢山の昆虫を食べます。 

 丁度７月下旬から８月中旬にかけて葦原に集団塒を

作ります。塒入りは人里離れた所で日暮れ時に一斉に

入るので今まであまりよく知られていませんでした。

年によって違いますが、三木市の美蓑川には約40,000

羽、神戸市西区の龍ヶ池には約10,000羽が日没直前

（18時過ぎ）に塒入りします。塒入りの様子は、一度

見るとすごいです。暗闇が迫ると浮塵子のように何処

からともなく何万羽の燕が集まり、葦原にドッと飛び

込みます。その営みは自然の大スペクタルです。皆さ

んも是非一度見に行ってください。                             

  

⑦ 

  「燕の塒入り」「燕の塒入り」        伊賀 文計  

   （いが ふみかず） 

何処からともなく集まってきたツバメ（美蓑川にて） 

  塒に着いたツバメ（龍ヶ池にて） 

  巣材を集めるツバメ 



 野鳥達の美しい姿形や生きいきと溢れ出る躍動感を写真
として撮り残して見たいとそう思ったのは何時の事で、ま
た何故であったろうか？ ふとそんな思いに心が向かい、
その経緯と野鳥との出会いを通して考えた様々な事も記録
に残す事も何かしらの楽しみになろうと思い、「野鳥に魅
せられて」をシリーズで投稿させて頂く事に成りました。 
 振り返って見ると此れまでの人生の殆ど全てはサラリー
マンとしての糧を得易い動作に脇目も一切振らず専念して
来た、と云えば恰好が良いのですが、実は其れが一番楽だ
と云う事に直観的な確信を以って安直に生きて来ましたの
で、自分も含めた自然の事に思いを巡らせたり勉強した事
が無いと云うのが、お恥ずかしい話しなのですが、本当の
処です。 
 従いましてご専門の分野での長年のご研究とご経験で深
い知識をお持ちの皆様がお読みになる会誌へ、お役立て頂
ける投稿など夢にも無理なのですが、会員に加えて頂けて
いる事への感謝の気持ちを表させて頂きさせて頂きます。 
 
カワセミとの出会い  
 野鳥の思いの外の身近な存在を偶然認識するに
至ったのは、実は2011年４月の事で、人で溢れ返る
都心の新宿御苑に満開の八重桜の写真を撮りに行っ
た時に偶然に出会ったカワセミの姿を見た時に始ま
りました。  
 こんな美しい鳥が生きて居る !! あの時の驚きと
レンズを通して間近に目撃した小さな壊れそうな動
物の息遣いは時が経っても忘れられない感動の余韻
を今でも蘇らせて呉れます。 

  

⑧ 

鈴鹿 富士夫  
野鳥に魅せられて 

  （一） 

 動植物の採集禁止のルールが守られるこの公園
で、まさかにも誰かが飼って居る訳もなかろう小
鳥が本当に自然のままで棲み暮らしているのだろ
うか、偶々の奇蹟で偶然にもこの日この時何かの
間違いで姿を一度だけ現したものなのであろう
か ?? 早速帰宅してネットに当たってまたビック
リ !! どうやら東京都内の河川でも出会えるとの
情報に、其れからは週末に成ると自宅から徒歩で
行ける川にカメラを提げて出掛ける事と成りまし
た。これがいけませんでした。 
 私の住み暮らして居る場所は狛江市中和泉と云
う今や大東京のベッドタウンです。東西方向に金
魚が泳ぐ様な形の東京のお腹の真ん中辺りにある
下腹ヒレの様な部分に、お隣の神奈川県との境を
流れるの多摩川が浸食して形成された武蔵野段丘
の崖線に挟まれた真ん中辺りに位置しています。 
今から30年程前までは最寄りの小田急線狛江駅脇
のお寺の境内の泉からはこんこんと清水が湧き出
していて、それがそのまま地名に成ったものの様
です。北側の崖線（ハケと云うそうです）には現
在でも細々と丘陵部からの地下水脈が生き残って
居る場所も残っており、その湧水を集めて流れる
野川と云うか細い小川が、我等が愛しいカワセミ
達の棲息繁殖場所に成っているのです。（続く） 
 
 

2011年4月、人生で初見･初撮り出来たカワセミ  

「カワセミとの出会い」「カワセミとの出会い」「カワセミとの出会い」   

（すずか ふじお） 



 まだ風が冷たい２

月、川 原 に 出 か け る

と、ネコヤナギが綿毛

にくるまれた花穂を膨

らませていた。エナガ

たちが葦の間をせわし

なく飛びながら、茎の

中から虫を引っ張り出

している。「ああ、も

う春なのだ」とそのと

き気づく。  

 平成23年の２月下旬、

当時４歳だった長男を連

れて川原を散歩してい

た。もちろん私は首に双

眼鏡をぶら下げ、肩には

600mm装着した三脚を担い

で。ネコヤナギの花穂をよく見せてやろうと、三脚を肩

から降ろし、地面に立てて、長男の脇に手を入れて抱き

あげた。そのとき、視界を何かが横切った。「あ！」。

スローモーションのように倒れる三脚。長男を抱えたま

ま、微動だにできない。600mmとカメラがグシャリとい

う鈍い音を立て、地面に転がった。 

鏡筒が折れて再起不能かと思われた600mmは２週間

後、修理が完了して手元に戻った（修理代は保険でほぼ

まかなえた）。深刻なのはカメラの方だった。地面と激

突した左肩部分のダイキャストが割れ、「修理不能」の

烙印を押され、そのままの姿で戻ってきたのだ。ニコン

D300ｓ。野鳥撮影のメイン機材だっただけに、その衝撃

は計り知れない。壊れたカメラを手に取る。上部カバー

を止めている小ネジは数本飛び、絞り連動レバーは動か

ず、ISOダイヤルは変な方角を向き、内蔵フラッシュは

光らないし、給送モードも変わらない。嘆息しつつ、あ

きらめきれずにいじっていると、（お、シャッターは切

れる）、（お、画像も記録できる）、（Ｘ接点は

（・・・外部フラッシュ 
シュを装着して）生き

ている！）、（おい、

こ れ は い い じ ゃ な い

か、リモート端子はど

うだ・・・やった、動

く！！）、（ ISOが変更

で き な い の は 痛 い け

ど、もしかしてこのダ

イヤルをグリッと回せ

ば・・・うわあ、動い

た！）、（給送モード

は・・・ロックがバカ

になっているだけで、

変更できるぞ～！）。

自動撮影に必要な機能

は全て作動することが分

かった。マウントがゆがんでピントが全面に合わない

かも知れないけれど、広角レンズなら目立たないだろ

う。この瞬間、D300ｓは自動撮影装置２号機として、

第二の人生を歩むことが決定した。 

 １号機と同様のシス

テムを組んで、３月下

旬 、２号 機を設 置し

た。ニュータウンの森

の中、水辺へと続く小

道だ。最初に写ったの

はテンの後ろ姿。ふさ

ふさの黄色い尻尾を揺

らしながら、ゆっくり

歩いているようだ。ネ

コ 、タヌ キ、アナ グ

マ・・・１号機に写っ

ていた動物は大抵２号

機にも写る。カメラが

２台になると、動物た

ちの動きが少し立体的

に 把握で きるよう に

なった気がする。 

  

⑨ 

中田一真中田一真中田一真    「テンで始まる第二の人生」「テンで始まる第二の人生」「テンで始まる第二の人生」 
 このお話は、ひょんなことから近所の公園で生き物撮影
係を担当することになった一人のアマチュア野鳥写真家
が、そこに生息する哺乳類を撮影するため、試行錯誤を繰
り返しながら自動撮影に取り組む様を記した実録である。 

第5話 

ネコヤナギの花穂  

エナガが葦の茎で虫を探す  

ぱっくり割れた600mm  

深刻なのはカメラの方だった  

２号機デビュー作はテンの後姿   

１号機に写っていたネコも写る  

タヌキが駆け抜けた  



  当然、写る確率も上がって、２号機には、これまで

写ったことがなかったカケスの姿や、夏毛のテンなどが

記録された。  
  困ったこともあっ

た。春先に仕掛けたの

で、植物がグングン伸

びる季節と重なり、レ

ンズの前に伸びてきた

何かのツルがゆらゆら

揺れる度、シャッター

が山のように切れてい

ることがあった。カメ

ラが２台になったことで、バッテリー交換の手間が２倍

になったし、重い充電池をこれまでの倍、しかも長い距

離を担いで運ばなければならなくもなった。そし

て、２号機用に用意した２灯目のストロボ（中古で

見つけたサンパックB3000Sのストロボも名器の誉高

い）が２ケ月足らずで故障した。長時間の連続充電

に耐えられるストロボは、そんなに多くないのでは

ないか。その後もストロボが故障する度、新しい中

古（？）を探してきて交換する。この辺りからもっ

と楽に、もっと安く、自動撮影を進めるにはどうす

ればよいか、試行錯誤の日々が始まることになる。

（第6話につづく） 

⑩ 

（なかた かずま） 

アナグマも登場  

カケスが舞い降りた  

夏毛のテンが走る（５月）  

ツルが写る 

１号機には別のシロネコ  

タヌキは相変わらず登場していた  

◆三田市中央公園で暮らす生き物と、森を手入れするボラン
ティアグループ・ごもくやさんの活動にスポットを当てた小冊
子「ニュータウンの森 中央公園のなかまたち」（写真・文 中
田一真、発行 ごもくやさん・パークマネジメント三田）が完成
しました。◆ニュータウンの森が今、どう変わりつつあるか
を、この４年間で撮影した写真の中から95点を選び紹介してい
ます。朝の鳥見に午後の鳥見、夜の蟲見に自動撮影、水中から
宇宙までをギュッと詰め込んだ一冊です。◆学校行事の環境学
習や中央公園主催の自然観察会で活用される予定。中央公園お
よび駒ヶ谷運動公園の管理事務所にて、１部300円で販売中。                                  



 ニホンヒキガエル（Bufo japonicus）は、ヒキガエル科

ヒキガエル属に分類されるカエルで、本州の近畿から山

陰より西南部、四国、九州、壱岐、五島列島、屋久島、

種子島に分布しています。ニホンヒキガエルは、西南日

本産のこの基亜種と、東北日本産の亜種アズマヒキガエ

ルがいますが、前者は体長7-17.6cm、鼓膜が小型で眼と

鼓膜間の距離は鼓膜の直径とほぼ同じであり、後者は体

長6-18cm、鼓膜が大型で眼と鼓膜間の距離よりも鼓膜の

直径の方が大きいという程度の差異しかありません。食

性は動物食で、昆虫、ミミズなどを食べます。なお、天

敵のヤマカガシは、ヒキガエルの毒に耐性があるよう

で、好んで捕食します。ヤマカガシの頚部から分泌され

る毒は、ヒキガエルの毒を貯蓄して利用していることが

知られています。また、カラスなどが捕食しているとこ

ろを見かけることもあり、毒が目の後ろの耳線から分泌

されることを学習しているものと思われます。この毒は

ブフォトキシンといい毒性自体は決して高くはありま

せんが、誤って毒液を口にしてしまった場合、嘔吐や

下痢、麻痺などの症状が現れます。 

さて、ヒキガエルは一昔前までは公園や、神社、お

寺、民家の庭先など、人間が生活している空間に普通に

現れる身近な存在でしたが、今では低地から山地にある

森林やその周辺の草原などに生息域を狭め、大部分の府

県で準絶滅危惧種にカテゴライズされています。 

 固有のカエル類の中でも最大サイズであり、のそのそ

と歩くその姿と表情は、落ち着いた風格があるかのよう

にも感じられます（写真１）。 

繁殖期は低地では２月頃、高地では４月頃になる場合

があります。繁殖場所に向かう途中でペアになる場合も

多々あるのですが、繁殖場所となる比較的浅い水溜まり

では、多数のオスのヒキガエルが待ちかまえています。

オスは動くものに対してすぐに抱接を試みるのでペアに

飛びかかることもしばしばで、ペアのオスはその都度後

肢で蹴飛ばします。しかし運悪く捕まってしまったら、

次から次へと他のオスが飛びかかってきます。こうして

カエル合戦が始まります（写真２）。 

難を逃れたペアは産卵を開始しますが、産卵中も執拗

に飛びかかるオスがいて後肢で蹴飛ばします。産卵が始

まるとペアは１カ所にじっと留まり、背中のオスが抱き

つく力でメスを刺激させ産卵を誘発させます。１回の産

卵はピンポン球の大きさの塊で、産み終えたら動き回り

紐状の卵塊を伸ばしていきます（写真３）。 

産卵は長時間にわたって行われ、ゼリー層に包まれた

紐状の卵塊を数十㎝ずつ伸ばしては再び産卵を行うとい

う行動を繰り返します。最終的に長い紐状の卵塊とし

て、6,000-14,000個の卵を産みます(写真４)。幼生は1-3

か月の水中生活の後、変態し上陸します。 

  

⑪ 

シリーズ ⑥ 
 「日本固有種最大のカエル」「日本固有種最大のカエル」「日本固有種最大のカエル」 徳永浩之 

写真１：林道を進むペア   

（とくなが ひろゆき） 

写真２：カエル合戦   

写真３：産卵   

写真４：紐状の卵塊  



 冬といえば両生・爬虫類好きには退屈な季節ですが、競

争相手・天敵の比較的少ないこの季節にわざわざ起きだし

て繁殖する珍妙な連中がいます。 

というわけで今回は、冬に神戸市近郊で繁殖する両生類の

出会い方をざっくりと紹介します。 

◆サンショウウオ類 

 普段はなかなかお目に掛かることの無いサンショウウオ

類ですが、この時期は多くの種が産卵のため水場に集まり

ます。世界にはサンショウウオ属Hynobius40種余りの生息

が確認されており、その内日本には20数種サンショウウ

オ属が生息しているという正にメッカであり、兵庫県内に

も４種分布し、神戸近郊ではそのうち２種が分布します。

２種とも越冬幼生もいますが、筆者自身は見たことがあり

ません。 

 繁殖環境も限定されており、またその貧弱な移動能力や

性成熟の遅さゆえ、環境破壊や採集圧に弱く、近年両種と

も急激に数を減らしているようです。 

・ヒダサンショウウオ Hynobius kimurae 

 近畿産の本種は黄色の斑紋が菊花状に出て、また他地域

産にはない白いスポットが体側から腹側に出る美麗個体群

で、神戸を代表するハペの一種と言えるでしょう。北陸や

日本海側等の寒冷地では標高の低いところにもいるようで

すが、神戸市近郊ではそれなりに山を登らないと見られな

いようです。 

 神戸近郊では産卵は普通２月末～３月上旬に行われ、産

卵後もそのまま卵嚢のまわりにオスが残る例もあります。 

 晩秋から初冬にかけての産卵期前に成体は産卵場へと

先ず♂が移動し、遅れてやって来る♀を待ち、そのまま

年を越した翌年の厳冬期に♀が二つで１対の卵嚢を河床

の岩石中に付着させて産卵します。本種の卵嚢にもカス

ミサンショウウオに似たコイル型などの多形あるようで

すが、神戸近郊では丸っこい卵形で、中に多くて20個の

卵を含んでいます。 

 ちなみに美麗で知られる本種の北摂山系個体群は、小

個体群で構成されており、ただでさえ個体数が少ない現

状ですが、困ったことにペット目的の採集が近年にわか

に増えてきたようです。どう考えても飼育向きの生物で

はないと思いますが・・。インターネット等に産地をの

せない等の対処が必要かもしれません。 

・カスミサンショウウオ Hynobius nebulosus 
 丘陵地や低山のふもとに生息し、だいたい12月末から

池や湿地、水路に集まりだし1月～3月まで繁殖が続きま

す。暖かい雨に誘発されて産卵することが多いですが、

状態の良い繁殖地ではそれ以外の時期でも見る事は比較

的簡単です。産卵期間は日当たり（山の斜面の西向き・

東向きなど）によって、同じ地域でも多少変動します。

また個体の色彩の変異も多いです。 

 里山に生息するわりに、カエル類に比べ移動能力、特

に急激な落差を超える能力が低く、特に繁殖する水場と

山の間に道（特にアスファルト）ができたり、岸がコン

クリートで護岸されてしまうと致命的であることが多い

ようです。 
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  「冬のハペ探し」「冬のハペ探し」 越 智  

 写真① ヒダサンショウウオ 



  ヒダサンショウウオが神戸近郊で一番多いサンショウウ

オとの意見もありますが、筆者からすると本種の方が里山

など人と近い場所に優先していることもあり、見る機会は

多いと思います。山沿いの側溝に落ちていることも多く、

脱出できない個体や雨で流されてしまう卵塊も相当多いの

で、できればレスキューしてあげてください。 

◆カエル類 

 サンショウウオに比べると産卵場所に要求する条件はず

いぶん少ないですが、その代わりに繁殖期間は短く、筆者

の２年間のつたない経験では、３種とも３日ほどで繁殖行

動が終了することが多いようです。これらのカエルは限ら

れた期間に一斉に繁殖する「爆発的繁殖型」の種で、繁殖

期の長い他種に比べ一匹のメスに大勢のオスが飛びかかる

様は、カエル合戦を言わせます。 

 暖かい雨の後に繁殖のキーが入るのはサンショウウオ

と同じですが、サンショウウオに比べ繁殖期間が短い

分、より強く気候の変動に依存します。 

・ニホンアカガエル Rana japonica /ヤマアカガエル Rana 
ornativentris 
 ニホンアカは平地や丘陵地、ヤマアカはニホンアカに

比べ山地性の傾向が強く、神戸市近郊では概ね２月中に

産卵しますが、地域によって数週間の差があります。 

 ２種の相違点として背側線隆条の曲がり方や卵塊の纏

り方、鳴嚢の有無等が上げられますが、見慣れると割と

印象で区別できるものです。大体の生息地で両種の棲み

分けは見られますが、加西・姫路方面では２種が同所的

に産卵する場所も確認済みです。 

 見た目もよく似ており分布が重なることもあります

が、実際は、国産アカガエル属において最も近縁な種ど

うしという訳ではないようです。 

・ニホンヒキガエル Bufo japonicus 
   兵庫県南部に分布するのはニホンヒキガエルですが、

中部以北には基亜種アズマヒキガエルB. j. formosusも分布

しています。卵塊は数千個の卵を含んだ、数メーターに

及ぶ長い紐状で、オタマジャクシは真っ黒。少なくとも

ある程度成長した個体であれば国内では他科のオタマ

ジャクシと間違えることはないでしょう。 

 兵庫県南部では３月上旬に産卵することが多く、冬眠

から目覚め、産卵前に段々と繁殖地に近づきだします。

繁殖自体は割とそこかしこで行われているようで、春先

に林道沿いの水場でオタマジャクシの集団を見かけます

が、神戸近郊で規模の大きい繁殖場所は非常に珍しいと

思われます。ちなみに他地域、特に南方では繁殖時期が

異なることも多く、年に２，３回繁殖時期がある地域

や、数か月に渡って繁殖が行われる地域もあるようで

す。 

 これらの冬季産卵型の両生類の多くは現在姿を減らし

ている種が多く、また春夏産卵型の他種に比べ繊細な産

卵環境を要求することが多いようです。特にヒダサン

ショウウオやニホンヒキガエルの産卵場所は神戸近郊で

も少なく、ペット用の飼育・販売目的の採集が横行して

いる所もあるようです。これらの産卵場所を見つけた方

は、できればそっと観察するに留めておいて頂けると幸

いです。 

 なお、本稿を執筆するにあたって助言頂いた立脇康嗣

氏にお礼申し上げます。 

⑬ 

（おち ） 

          写真②－１カスミサンショウウオ 

          写真② －２カスミサンショウウオ 

写真③ ウシガエルに間違えて抱き付いてしまったアカガエル。

ウシガエルの幼体も厳寒期の１月２月に行動する事がある  

       写真② －３カスミサンショウウオの幼生 
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SippoSippoSippoの絵はがき
の絵はがき
の絵はがき   

「さて、この子はうってかわって標高2000mの
高山の山頂にいました。 どことなく、精悍な感じです」 

（Sippo・きむら ふじか） 

「この子は精一杯生き抜いたのでしょうね。 

擦れた翅・・・だからこそ  

味わい深く  

命の重みが伝わってきます」 

「
実
は
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」
 

「アゲハに比べると 都会でキアゲハを見るのは

なかなか大変です 

ここは とある里山環境が保たれている場所 

光を受けて 花から花へと飛び回る姿が  

とても美しい」 

「アゲハにそっくりのキアゲハ 

初めは黄色いのがキアゲハだと思っていました 

翅の付け根にストライプが入るのがアゲハで、 

塗りつぶしたような感じだったらキアゲハ」 

 

No.No.No.⑥ 「キアゲハ」⑥ 「キアゲハ」⑥ 「キアゲハ」   

木村藤香さんの作品が、カメラ
雑誌『朝日カメラ３月号』に掲
載されました。当会のブログに
紹介記事があります。 



「兵庫県立神出学園のギフチョウ保全の取り組み」    
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藤井 義春  
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２月20日（木）10:40ハワイ島ヒロに着く。２月のハワイ
は雨期と聞いていたが、天候は晴れ、外気はサラッとしてい
た。ヒロのレンタカー受付前、体の色が黄緑色でアイリング
と脚がブルーの体長約８㎝のトカゲが我々一行をお出迎え。
目と目の間に赤茶色の班が２列並ぶ。爬虫類までハワイであ
る。後で知るが、このトカゲは花の蜜を餌にしている。レン
タカー運転手は国際免許を取得された河地さん。左ハンドル
を握りハイウェイを飛ばすこと約１時間。ハワイ火山国立公
園キラウエアイキ展望台駐車場には、息を飲むすばらしい眺
望が我々を待っていた。クレーターの全容がデジカメに収ま
らない。熱帯雨林のトレールの中、行く先々で美しい野鳥の
声。目が慣れてくると赤い羽根が見える。ハワイ語でアパパ
ネと呼ばれるハワイミツスイのようである。 

 ２日目、Rainbow 
Fall の巨大なイン
ディアン・バニアン
は、枝と気根が複雑
に絡み合い、まるで
ハワイの天上を支え
ているように見え
る。前日、駐車場か
ら見たキラウエアイ
キの火口底を歩く。
溶岩の地に真っ先に

根をはる高さ数十㎝のオヒア（ハワイフトモモ）とその赤い
花オヒアレフアが咲いていた。溶岩の割れ目から水蒸気が立
ち昇る箇所がある。手をかざすと熱い。地下深くにまだ熱い
溶岩があるのだ。ボーリング調査跡では、宇井先生が持参さ
れた計器で計測すると73度と高い温度が記録された。そこを
離れ、キラウエアイキ火口の縁に1959年の噴火で出来たPu’
uPuai火砕丘のマグマ供給路を観る。壁面に「ペレの髪の
毛」と呼ばれる糸のように細長い溶岩を見つける。云われな
ければ見過ごしてしまう。夕方、ハレマウマウ火口の赤いマ
グマが放つ光に映える噴煙（火映現象）が見られる穴場に陣
取る。現在深さ30～100ｍ程度の位置にマグマ柱の頭がある
そうだ。 

 ３日目、パイロッ
トを含め、前３人、
後ろ４人の合計７人
乗り火山観光ヘリに
乗る。ヘリの所要時
間約50分。搭乗者の
体重がコンピュー
ターで管理されてお
り、幸運にも窓際の
座席だった。ヘッド
ホンを装着すると流
れる曲は歓迎ムード

のハワイアン。離陸直前にはビートの効いた曲に変わった。
演出抜群である。眼下にマカデミアナッツの広大な畑が見え
る。数十分後、溶岩が崖から海へ噴きこぼれたところまで来
た。陸地と溶岩の色の違いがくっきり分かる。機首を山へ向
けると溶岩トンネルの天井が落盤した箇所でオレンジ色のマ
グマがカァッと顔を覗かせていた。あちらこちらに火山ガス
が立ち上り、溶岩で森林が燃えているのも見える。凄いもの
を見た。飛行はこれまでで一番。と宇井先生が太鼓判を押さ
れた。興奮が冷めやらないがお腹が空いた。Farmer’s Mar-
ketでシーチキン醤油味の手巻き寿司を買う。これはいけ
た。昼食後、パナエア動物園へ行くがホワイトタイガーはお
昼寝中でした。Tropical Botanical Garden は管理が行き届
いていてハワイの固有種がたくさん見られた。 
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  「火山の島ハワイを歩く」「火山の島ハワイを歩く」「火山の島ハワイを歩く」   
 ４ 日 目、早
朝、ホテルの近
くから 4169ｍの
マ ウ ナ ロ ア と
4205ｍのマウナ
ケアが雲ひとつ
なく同時に見ら
れた。外気はま
だ冷たく薄紫色
に浮かび上がる
姿は神々しかっ
た。今日の長距
離ドライブは幸
先 が 良 い。
Punalu’u Beach Park でアオウミガメが見られた。ガイド
ブックで見たのより小型だった。が、見られた！ハワイへ
来る前、同行する隊員は、甲羅干しするカメを見られるは
ずがないという口ぶりであった。前後するが、海岸手前で
道を横切るテンを見た。ハワイにテン？帰ってからハワ
イ・ブック（近藤純夫 著）を開くと、見たのは移入された
マングースのようである。コナ方面のSadie Seymour Bo-
tanical Garden は日曜日のミサの美しい讃美歌が流れてい
た。左手にコナ空港を見たあと、数マイル走って左右に広
大な牧草地が広がる州道200号に入る。この道は日本軍の真
珠湾攻撃を受けた後、侵略に備えた米国が、ハワイの東西
を結び戦車を通す為に作った道路だそうだ。牧草地に野鳥
の一群れを見つけた。シルエットがガンである。喉元が薄
赤茶色である。Hawaiian Goose のネネに見えるが確信が持
てない。 アップダウンの道路に歓声を上げPu’uHuluhulu
火砕丘の採石場跡に到着。砕石により火砕丘内部の岩脈が
露出しているのが見られた。足元にはビロードモーズイカ
が生えている。プラントハンターになれば日本で高く売れ
る、と隊員のひとり言が聞こえた。州道200号からマウナケ
ア山頂天文台への分岐点は海抜2005ｍ。マウナケア山頂は
雲がかかっていて天文台は見られなかった。Lava Tree 
State Monument で溶岩樹形を見た。所謂、溶岩でできた樹
木の鋳型だ。溶岩樹形に合わせ目があり、溶岩の上流方向
が判る。溶岩流を噴出した割れ目火口もあった。 
 ５日目、Chain of Craters Roadで黒い溶岩原を見た。固
まっているがまるで生き物の様だ。溶岩がぶつかり、押し
合い、うねり、重なり、波打っている。海に流入した溶岩
も見る。波に浸食されてゾウの鼻のようだ。ハワイ原住民
がパホイホイ溶岩の上に刻んだ岩絵の人型は、火の神様ペ
レの怒りを鎮めるために踊っているように見えた。Mauna 
Ulu Trailで昼食にする。低木のオヘロの赤い実をデザート
に摘まむ隊員有り。我も我もと続く。「食べていいの？」
の声に、聞こえないふりをして２～３粒口に掘り込む。こ
れが後で何を意味するか、その時は誰も予想だにしなかっ
た。展望台から四方を望んでいる時に雨がパラツク、急い
で下山するが次第に雨粒が大きくなってきた。溶岩は雨を
跳ね返す。レインコートを羽織るが足もとはグショグショ
だ。通り雨と思っていたが、そんな優しいものじゃない。
ハタと気が付く。さっき食べたオヘロの赤い実は火の神ペ
レの食べ物だった。ペレの怒りに触れてしまった。駐車場
まで20分ずぶ濡れであった。ヘクション。 
 ６日目、オアフ島ホノルルに移動。ハワイ大学付属Lyon
植物園を観察する。ベンチに腰を下ろすと、野鳥(White-
rumped shama)が手の届くところまでやってきた。カメラ目
線やポーズを決める大サービス。我々が立ち去った後に掃
除してくれるようだ。グランドキャニオンを想像して、
Manoa Valleyのゴージャスな景観が見られるポイントを経
由し、滝まで行くつもりで熱帯林を歩くがコースを外れ
る。リセットしてメイントレールに戻り滝に到着。これが
滝？と拍子抜けする代物であった。トレールマップの
`Aihualama Fallの説明に、occasionally dry,but when it 
rains,it flows! （意訳：雨が降れば、流れる！）の記述
があった。 
 最終日、復路窓の下にマウイ島のリフトゾーンが見られ
た。ハワイの大自然に感謝。２月27日（木）18:20過ぎ、ほ
ぼ予定通り伊丹に到着した。 
                 （きたうら きしこ） 
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オオバヤシャブシはカバノキ科ハンノキ属の落葉高木

で福島県から和歌山県までの太平洋側に分布する。六甲

山では最もよく見られる樹木の一つである。根に根粒菌

を持ち、地力を高めるため「肥料木」として扱われる。

海岸近くのやせ地でも育つことから緑化のために植えら

れることが多い。成長は早いが、寿命もあまり長くない

ので10～20年ほどで次第に本来の種が侵入し、その土地

の自然の林にもどっていく点も緑化樹として都合がよ

い。もともと六甲山には自生せず、110年前の六甲山の大

規模な緑化事業の時に植栽されたものの子孫たちが六甲

山で生え続けている。 

また果穂にはタンニンが含まれ、草木染の染料として

利用される。昔はお歯黒として利用されたようだ。また

果穂はネイチャークラフトの素材として重宝している

（写真１）。しかし風媒花のため、雄花序は大量の花粉

を飛散させる（写真２）。オオバヤシャブシは花粉症の

原因のひとつとされ、人口の多い都会周辺などでは植栽

が敬遠されつつある。人間側の勝手で連れてこられて、

挙句の果てに花粉症の原因とされ、邪魔者扱いされてい

る、オオバヤシャブシにとっては迷惑千万であろう。 

 オオバヤシャブシの類似種としてヤシャブシがある

が、六甲山の植物目録（六甲山地の植物誌）にヤシャブ

シの記載がない。これだけ多くのオオバヤシャブシが六

甲山あるのだからヤシャブシが六甲山に存在していても

不思議なことはないと以前から考えていた。 

 ２年前に知人からヤシャブシを見つけたとの連絡が

入った。場所は小生がよく行く場所で今まで気が付か

なったのが不思議だ。早速、現地へ行って調べると周囲

のオオバヤシャブシと思っていたもののほとんどがヤ

シャブシだった。雄花序、雌花序が付いた枝を採取し、

標本として兵庫県立人と自然の博物館へ標本として納め

た。 

 ヤシャブシとオオバヤシャブシの判別方法だが、名前

の通り、葉の大きさでは個体差があり、判別できない。

ヤシャブシは雌花序に柄があり、雄花序より少し下部に

つく(写真３）。またオオバヤシャブシは雌花序の花柄は

目立たず、雄花序より上につく(写真４)。 

 いずれにしろ、オオバヤシャブシ、ヤシャブシは六甲

山の緑化の立役者だったのだから、もっと丁寧に扱った

やりたいものだ． 

清水 孝之 第五話第五話  

（しみず たかゆき） 

「六甲山のオオバヤシャブシ、ヤシャブシに想う」「六甲山のオオバヤシャブシ、ヤシャブシに想う」「六甲山のオオバヤシャブシ、ヤシャブシに想う」   

写真１：オオバヤシャブシの果穂 

写真２：オオバヤシャブシの雄花序 

写真３：オオバヤシャブシの花序 

写真３：ヤシャブシの花序 



⑱ 

                                 

アオキは庭や公園などでよく植えられている。緑濃

い葉と赤い実がとても美しい、日陰のところでよく育

つ、斑入りの葉などいろいろな変異が楽しめるなどの

理由から非常に人気が高い木である。アオキは杉林の

林床などやや湿り気があるところで生えていることが

多い。 

アオキはよく見る身近な木だが、多くのドラマが思

い浮かんでくる木である。 

ここで、樹木の進化を光合成に焦点をあててみる。 

樹木が勢力を伸ばし始めたころは生えている樹木は

常緑樹ばかりであった。適度な湿度があり温暖な地方

で常緑樹がひしめき合うようになってきた。一方、寒

冷な地方は樹木は生えていなかった。寒冷な地方では

常緑樹は寒い時期に葉が傷んで葉を維持できないので

ある。葉が維持できなければ枯れてしまう。 

やがて寒冷な地方にも樹木が進出できるようになっ

てきた。その樹木は寒い時期に葉を落とすことによっ

て厳しい寒さに耐える術をもつことができた。落葉樹

の出現である。こうして寒冷な地方に樹木（落葉樹）

が進出していった。落葉樹が進出していった寒冷な地

方は常緑樹などが生えていないから落葉樹が存分に日

光を受け光合成ができる場所だったのだ。こうして新

たな落葉樹の地帯ができていった。 

 ところが、アオキは常緑樹である。あまりに寒いと

ころでは葉を痛めてしまって生きていくことができな

い。アオキが生える温暖なところは常緑高木などの 

樹木が多い。光合成をするのに必要な光を得るのに厳

しい競争になっている。このようなところでは樹高が

低いアオキは光を得る競争に到底勝つことができな

い。 

そこで、アオキは「樹高が低い樹木が常緑高木など

の樹木が多いところで生きていける術はないものか」

と考えていろいろな工夫を重ねてきている。その結果

が今の姿なのである。 

アオキは多くの常緑の高木が茂る林床に生える。そ

こには届く光の量が少ない。そこでアオキは少ない光

を少しでも多く受けるために葉をできるだけ大きくす

るようにした。アオキの大きい葉は常緑樹としては質が

薄い。できるだけ低コストで葉の面積を広くできるよう

に努力しているのだ。また細い枝や茎は緑色をしてい

る。これは茎や枝でも光合成ができるようにしているの

だ。アオキは葉だけでなく茎や枝でも光合成ができるよ

うにして、少ない光が届くだけでも十分に栄養を得られ

るように努力してきたのである。こうして 、ほかの植物

が少ない暗い林床で生きることに成功しているのである 

暗い林床で光合成による栄養を得て生きる仕組みを

つくったアオキだが、現在、別の難題にぶつかっって

いるようである。それは「子孫を残していくにはどう

すればよいか。」ということである。アオキはこのこ

とについては今も試行錯誤をしているようだ。 

多くの植物は美しい花を咲かせ、チョウやトンボを

惹きつけて交配する媒介役にしている。しかし、アオ

キが生えている暗い林床では美しい花があってもチョ

ウやトンボが来ることは稀である。そこで、アオキは

交配するのにチョウやトンボなどに頼らない道を選ん

だ。 

早春の林床には数は少ないがハエ類が住んでいる。

そこで、アオキはハエ類を交配の媒介役にしようと考

えたのである。つまり花の色をハエ類が好きな紫褐色

にして、花に来てくれるのを待つようにしたのであ

る。ハエ類を呼ぶために紫褐色の花が咲くのものとし

「アオキはただいま努力中」
「アオキはただいま努力中」
「アオキはただいま努力中」   

窪田博行窪田博行窪田博行第六回 

神戸野草紀行神戸野草紀行  

緑色の茎  

紫褐色の花 

アオキの花に集まるキノコバエの一種 （写真：今給黎 靖夫） 



て世界最大の花として有名なラフレシアがある。また

身近な紫褐色の花のものにはザゼンソウやカンアオ

イ、マムシグサ類などが思い浮かぶ。これらに共通な

ことは背が低くくて早春に花が咲くことである。背が

低いアオキも花を早春に開花する。アオキは暗い林床

で子孫を増せせる工夫として早春に紫褐色の花を開い

てハエ類を呼び媒介できるようにしているのだ。 

アオキの果実は図鑑では「１２～５月に赤く熟す。

表面は光沢があり・・・ （山渓ハンディ図鑑４ 樹

に咲く花）」となっている。 

赤い色の実は鳥に目に付きやすい。アオキは実を鳥

に運んでもらってばらまき、子孫を増やしていこうと

考えている。そのために実を赤い色にしている。とこ

ろが、暗い林床へ多くの鳥が多く来てくれるかは疑問

である。アオキは実を美しい赤色にして目立たせてい

るのだが・・・。アオキの鳥を呼ぶ作戦は成功を収め

ているとはいい難いように見える。 

あるとき、大阪市立大の佐藤治雄さんがＨＰ「身近

な樹木の観察ガイドブック 大阪百樹」に次のように

記されているのを目にした。 

「アオキには葉の形のほか、斑の色、形によってた

くさんの品種が記載されています。また、実の色も、

普通は赤い色ですが、なかには赤くならず、うすい緑

色のまま成熟するものがあって、例えば、シロミアオ

キ、キミノアオキなどという品種が記載されていま

す。 保育社の「野山の木」の著者である堀田満先生の

お話では、アオキの色には赤くなるもののほか、一部

だけ赤くなるもの、赤くならないものなどいろんな変

異があって、その性質は比較的安定しており、また、

場所的な分布も比較的よくまとまっているそうです。

つまり、実の色はいろいろあっても、でたらめに赤く

なったり、ならなかったりするのではなく、 遺伝的に

かなり固定されているわけです。 

こんなふうに、一つの種の中でいろいろな変異がみ

られるのは、その種がいろんな方向へ向かって進化し

つつある途中の様相をしめすものとして、 生物進化を

考える上で非常に興味ぶかい現象でもあります。」 

たしかにアオキの実を見ていると真っ赤になってい

る実や一部が赤くなっている実、赤くなっていない実

を見る。これはアオキが種を広め子孫を残すために試

行錯誤しながら努力している表れということである。 

 アオキは次の方法でも子孫を増やしている。アオキ

を見るとまわりにどんどん幼木が出ていることが多

い。よく見ると幹の一部が倒れて、地面についたとこ

ろから根を出して、挿し木のような増え方をしている

のだ。効率がよい子孫を増やす方法なのだが、このよ

うにしてできてくる子孫はどれも全く同じ性質のク

ローンである。クローンばかりが密集して生えている

状態では機構などの少しの変化で全滅してしまう恐れ

がある。アオキが今後長く生き残っていくためには多

様な性質をもった子孫を新たな場所にも残していくこ

とが必須なのである。そのためには花からできた実に

よって子孫を増やしていくことが大切なのだ

が・・・。 

 アオキは実で子孫を増やすため、実の色の工夫など

をしてよりよい実を運ぶ方法を今も研究中のように見

える。            

⑲ 

【編集後記】❏ここに会誌通巻６号をお届けします。諸
般の事情により発行が随分と遅れましたことをお詫びい
たします。４月の発行に合わせ、季節にふさわしい内容
の原稿を早々にお寄せて頂いた方には、重ねてお詫びい
たします。今後は、スムーズな発行をめざし編集に努め
ますので、ご協力の程よろしくお願いいたします。❏今
号には13名の会員から投稿がありました。様々な分野で
精力的に活動されている会員の集まる「神戸いきもの会
議」ならではの、バラエティ豊かな充実した内容とな
り、楽しい編集作業となりました。号を重ねるごとのボ
リュームアップは、当会の一層の発展を期待させてくれ
ます。❏神戸の緑化関連の行政での経験と、地域の自然
と長年に亘り触れ合ってこられた高畑さんの「六甲山地
の魅力」では、物語に溢れる六甲を、自然はもちろん、
歴史、文化、そして人と、多様な側面から紹介頂きまし
た。その逸話を思い出しながら六甲を歩けば、楽しさや
興味も倍増でしょう。❏次号には、会員の皆様それぞれ
のフィールドの魅力を紹介する原稿をぜひ投稿くださ
い。なわばりを捨てた知識や情報の共有も、当会の目標
のひとつです。❏ウクライナのロシア帰属の動き、尖
閣、竹島をめぐる日中韓の確執、さらには南沙、西沙諸
島での領有権争いなど、国境をめぐるキナ臭い状況が目
を離せない昨今です。なわばりをもつ野生動物は、攻撃
の限界距離を越えないように、不要な争いを避ける本能
的な仕組みによって行動しています。野生を失う過程
で、いきものの仁義を失い、歴史認識や国際法という人
間の英知までも無くしてしまったのでしょうか。経済力
や軍事力を背景に、威嚇や攻撃をエスカレートさせるい
きもが暗躍しています。その行動を、注意深く、冷静に
観察したいものです。（里芋） 

色が変異がある実 

根の近くから次々出てくる幼木 


